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（
法
務
委
員
会
）

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
七
号

（
先
議
）
要
旨

）

本
法
律
案
は
、
保
証
契
約
の
内
容
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
、
個
人
保
証
人
の
保
護
を
図
る
た
め
、
貸
金
等
根
保
証
契
約
に
つ

い
て
極
度
額
、
元
本
確
定
期
日
等
に
関
す
る
規
定
を
新
設
す
る
こ
と
そ
の
他
の
保
証
債
務
に
関
す
る
規
定
の
整
備
を
行
う
と
と

も
に
、
民
法
を
国
民
に
理
解
し
や
す
い
も
の
と
す
る
た
め
そ
の
表
記
を
現
代
語
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

一

保
証
契
約
の
適
正
化

１

極
度
額
（
限
度
額
）
の
定
め

極
度
額
の
定
め
の
な
い
根
保
証
契
約
は
無
効
と
す
る
。

２

元
本
確
定
期
日
（
保
証
期
間
の
制
限
）

①

根
保
証
を
し
た
保
証
人
は
、
元
本
確
定
期
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
融
資
に
限
っ
て
保
証
債
務
を
負
担
す
る
。

②

元
本
確
定
期
日
は
、
契
約
で
定
め
る
場
合
に
は
契
約
日
か
ら
五
年
以
内
、
契
約
で
定
め
な
い
場
合
に
は
契
約
日
か
ら

三
年
後
の
日
と
す
る
。
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３

元
本
確
定
事
由

主
た
る
債
務
者
や
保
証
人
が
、
強
制
執
行
を
受
け
た
場
合
、
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
場
合
又
は
死
亡
し
た
場

合
に
は
、
根
保
証
を
し
た
保
証
人
は
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
融
資
に
つ
い
て
は
保
証
債
務
を
負
担
し
な
い
も
の
と
す
る
。

４

書
面
の
作
成

根
保
証
契
約
を
含
む
保
証
契
約
は
書
面
（
契
約
書
）
に
よ
ら
な
け
れ
ば
無
効
と
す
る
。

二

民
法
の
現
代
語
化

１

片
仮
名
・
文
語
体
の
表
記
を
平
仮
名
・
口
語
体
の
表
記
に
改
め
る
。

２

現
代
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
用
語
を
平
易
な
も
の
に
置
き
換
え
る
。

三

そ
の
他

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。


